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　１０月になりやっと秋めいてきました。朝晩の風が涼しく、みなさまいかがお過ごしでしょうか。気温差も激しく、身
体も崩しやすいと思いますので十分お気をつけてお過ごしください。
　今回も先月に引き続き、認知症の症状に合わせた具体例と対応策をまとめました。認知症についての理解を深
めることで、介護者側も声かけの仕方や、状況に応じてどのように接すれば良いか理解することができます。それ
は介護者にとっても、精神的な負担の軽減につながると考えます。

今月の脳トレ

〇 認知症の症状がかなり進んだ状態であると考えられますので、訂正しすぎたり、バカにしたりする
と本人はパニック状態に陥ってしまいます。孫を息子だと思うなら、息子のままで、知らない人で
あれば初めましてのあいさつで大丈夫です。本人の世界に合わせてあげることが大切です。

● 寝れないのが本人だけならそのまま放置しておく。

● 家族も起こされると「今何時かわかってる？」「もう

定年しているじゃない」と本人を責める。

〇 日中は散歩に出かけたり、会話をするなどして活発に動くことで、寝つきを良くし生活リズムを
正したり、時間を意識させるような会話を心がけるようにするとよいでしょう。

〇 医師に相談してお薬を処方してもらうのも一つの手です。

● 突然のことなので、驚きや気味悪さを感じ「誰と話してい

るの？誰もいないじゃないの」と怒ったり、「気持ちの悪いこ

と言わないでよ」などと、不快感をあらわにした対応や相手を

バカにした対応を取ってしまう。

〇 たとえ幻覚でも本人にとっては実際にそれが見えたり、聞こえたりしています。そのため、それを
否定も肯定もせずに、「私には見えないけど、怖いですね」「一緒にやっつけよう」など、本人の
驚きやおびえた気持ちに共感を示し、相手の不安を取り除く対応や接し方をすると良いでしょう。

● 間違えるたびに訂正したり、呼び間違えを周囲がおもしろ

がったりする。

● 「わからないの？もう年だね」など、年齢のせいにしたり、

本人を不快にさせる会話をする。

いっ しませんか



今月の脳トレ
挑戦して脳の活動を高めましょう！！

皆で脳トレに

チャレンジ！

① ９+６+６-２-８＝

② ８+１-６-３+２＝

③ ７+４+３-５-４＝

④ ９+４-７-２+８＝

【計算パズル】

【4つの数字】

バラバラになった四字熟語を並べ替えてください。

⑤ １２-６-３+４＝

⑥ １０+６-２+３-９＝

⑦ ７-２+１-５+３+４＝

⑧ ８+３+４-７-２＝

【計算問題】

【漢字問題】

①（ 19 ）②（ 22 ）

たて、よこ、ななめのどの３つの数字を足して

も１５になるように、1～9の数字を空いている

□に入れてください。

【9月号の答え】【熟語づくり】

①

②


